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通常登録 限定登録

パスワード有効期間
１年度間

（４月１日～翌年３月末）

約３０日間

（業務カルテ情報１件ごと）

登録可能件数
任意

（業務カルテ情報、業務実績情報）

１件ごと

（業務カルテ情報のみ）

業務カルテ情報の登録
○

（必須）

○

（必須）

業務実績情報の登録
○

（任意）
―

業務カルテ情報成績評定点確認 ○ ―

他社データの閲覧

＊設計事務所用検索システム（限定公開

版）の利用

○

（事務所情報、業務実績情報のみ）
―

一般への自社ＰＲ

＊検索システム（無料公開版）への掲載

○

（事務所情報、業務実績情報のみ）
―

事務所情報の登録
○

（支店・営業所等全て可）

○

（業務カルテ情報へ契約担当所のみ）

技術者情報の登録
○

（自社全技術者可）

○

（業務カルテ情報へ業務担当者のみ）

 パスワードは 1 年度間有効なので、業務カルテ情報登録等はその都度申し込む必要はなく、任意にいつで

も登録できます。

 自社の「事務所情報」「技術者情報」「業務実績情報」「業務カルテ情報」の検索・参照が可能なので、社内

   データベースとして活用できます。

 自社の「業務カルテ情報」に対する成績評定点の閲覧が可能です。

 「設計事務所用検索システム（PUBDIS 検索システム（限定公開版））」で、通常登録を利用している他社の

   「事務所情報」「業務実績情報」（一部※）を検索・参照できます。

 「PUBDIS 検索システム（無料公開版）」で、「事務所情報」「業務実績情報」（一部※）を一般公開しているの

   で、自社の PR が可能です。

※ 「検索システム」（限定公開版）（無料公開版）では、「技術者情報」「業務カルテ情報」は公開しません。
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